








要約:  思春期における種々のトラブルが、その後経験した妊娠・分娩・産褥における異

常やリスクファクターと関連性を有する否かを解明する目的で、自記式調査票を用いたア

ンケート調査を設定した。調査方法は二種類からなり、第一に分娩を終えた直後の産褥婦

人を対象とした、思春期におけるトラブルに関するアンケート調査であり、第二に 1980

年から 1985 年の 5 年間に婦人科外来に月経異常や月経障害を主訴に来院した患者に対す

る、その後の妊娠・分娩・産褥に関するアンケート調査である。この調査により、思春期

での内分泌障害のみならずこの時期における社会環境や性格形成などが、後の妊娠・分娩・

産褥の異常発生に関与するか否かが明らかになると考えられる。


